
南幸町二丁目交差点の渋滞が緩和しました！

～第４次緊急渋滞対策の効果についてお知らせします～

 交通渋滞は、大きな経済的損失を招くとともに、環境の悪化や交通の安全性の低下など、市民生活や経済

活動に大きく関わる問題であり、その解消は本市の重要な課題となっています。こうした中、本市では市内

交通の円滑化に向け、平成２１年度から付加車線の延伸や信号制御の改善など、現道幅員内で即効的な対策

を行う緊急渋滞対策を推進してきました。 

この度、令和４年度から取組を開始した第４次緊急渋滞対策の一環として、南幸町二丁目交差点で対策を

実施し、効果を測定しましたので、その結果についてお知らせします。 

１ 対策箇所 

第４次緊急渋滞対策※として選定された４箇所のうち、令和４年度は幸区の南幸町二丁目交差点において、

対策を実施しました。 

２ 対策内容・効果 

 南幸町二丁目交差点では、県道川崎町田の上り線・直進方向（川崎駅方面）において、バスの停車による

後続車の通行阻害が生じ、渋滞の一因となっておりました。そのため、渋滞対策として南幸町二丁目バス停

を川崎駅側へ移設した結果、最大渋滞長が減少し、最大通過時間も短縮しました（対策内容等の詳細は別紙

参照）。 
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：対策を実施した箇所 

：今後対策予定の箇所 

南幸町二丁目交差点(幸区)上小田中交差点(中原区)

【南幸町二丁目交差点】 

県道川崎町田       最大渋滞長： １２０ｍ →  ３５ｍ   ８５ｍ減少

  （上り線・直進方向）    最大通過時間：４分５２秒 →１分５５秒 ２分５７秒短縮 

＜効 果＞ 

【問合せ先】

令和５年３月対策実施

令和５年６月２０日
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土橋交差点(宮前区)

蔵敷交番前交差点(宮前区)

【第４次緊急渋滞対策箇所図】

※対策の実施期間：令和４年度～令和７年度 



※渋滞長
 赤信号で停まった車両が次の青信号で通過できずに残
った場合の停止線から最後尾までの長さ
※通過時間
渋滞最後尾車両が交差点を通過するまでに要する時間

・調査日程：改良前 令和３年１１月１１日（木）

      改良後 令和５年 ５月２４日（水）

・対象時間：７時～９時、１７時～１９時

・改良前後において対象時間のうち最大の渋滞長、

通過時間同士を比較。

南幸町二丁目バス停 

◆南幸町二丁目交差点（川崎市幸区南幸町二丁目 21 番地先） 

対策内容・効果

改良前：南幸町二丁目バス停が交差点に近いことから、朝夕の停車バスが 

連なり後続車の通行を阻害し、県道川崎町田で渋滞が発生！  

改良後：バス停を川崎駅側に移設したことにより、後続車の通行が円滑化！

バス停移設により

通行が円滑化 
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至 日進町交差点 

至
 
川
崎
駅
西
口
 

至
 
尻
手
駅
 

市道川崎町田線 

８５ｍ減少 
２分５７秒短縮 

改良後改良前

１２０ｍの渋滞

【改良前】

【改良後】

渋滞が３５ｍに減少

至 都町交差点 

川崎駅側へ約１５ｍ移設 

県道川崎町田 

停車バスが通行を阻害

県道川崎町田 

市道川崎町田線 

通過に４分５２秒

至
 
尻
手
駅
 

至 都町交差点 

至
 
川
崎
駅
西
口
 

通過時間１分５５秒に短縮

至 日進町交差点 

◆調査及び効果検証の概要 ◆対策の効果 県道川崎町田（上り線・直進方向）

一日最大渋滞長・最大通過時間 


